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我
々日本人の死亡原因のトップ
３は癌、心臓病、脳卒中の順
です。この中でも戦後の生

活習慣の変化にともなって急増した
のが心疾患です。心疾患にもいくつ
か種類がありますが、生活習慣の欧
米化に起因して増加したのは、心筋
梗塞や狭心症といった、心臓の血管に
異常をきたす虚血性疾患です。狭心症
は血管内に過剰なコレステロールなどが
沈着し、心臓の筋肉に栄養を与えている環状
動脈という血管が狭くなってしまい、筋肉自体
が壊死（細胞死）してしまう病気です。心筋梗塞
は環状動脈に血栓などが詰まってしまい、血流
がなくなる病気です。もちろんどちらも放置す
れば死に至ります。
　厚生労働省による平成11年のデータでは患
者数は約100万人、平成13年のデータではこ
の年の心臓病による死者数15万人の内、虚血
性心疾患による死者数は約7万人と半分近く
を占めています。癌で亡くなられる方が年間約
30万人、脳卒中が13万人とされ、脳卒中も脳内
の血管病変と捉えれば、虚血性心疾患と合わせ
て約20万人の方が動脈硬化などの血管病変が
原因で亡くなられていることになります。

　厚生労働省では生活習慣病の一つである虚
血性心疾患の原因を食生活、運動、ストレスと
しています。また、その対策として減塩、カリウ
ム摂取量の増加、肥満度の改善、節酒、適度な運
動、血圧を適正に保つことなどを挙げています。
医学的にも虚血性心疾患の危険因子として高
血圧、高脂血症、禁煙、高血糖、性格、ストレスな
どが挙げられています。
　中でも食の変化により引き起こされた高脂
血症と糖尿病患者の急増は非常に深刻で、高脂
血症患者は検査データの境界域にある潜在患
者も含めると約2200万人、糖尿病患者は境界
域を除いても1080万人と発表されています。
現在我が国では、男性の17.4％、女性の10.5％
が高脂血症であり、男性は30歳代、女性では50
歳代で二人に一人が高脂血症であるといわれ
ています。

　血中にある余
分なコレステロールや

中性脂肪は、ご存知のように血管内壁に付着し、
アテローム硬化、動脈硬化といった病変を起こ
し、様々な病気の原因となります。しかしコレ
ステロールの70％は体内で合成されるため、
そんなに多く補給する必要はありません。しか
し現在の日本では、幼少時からファーストフー
ドや菓子類、乳製品などの脂肪分の過剰摂取状
態が続いていますので、これらの病気は益々増
加するとともに、どんどん若年化していく傾向
となるでしょう。

　実際に私が知人の医師から聞いた症例で、
28歳の痩せ型の男性が心筋梗塞の発作を起こ
し搬送されました。かつては心筋梗塞患者とい
えば、特別な病気が無い限り、多くは中年以降
で肥満体型という感じで、痩せ型で若い患者は
非常にすくなかったため、彼も不思議に思い色々
と調べたそうです。やはり最近の若い方に多い
昼夜逆転型の生活で、一人暮らしのため食事は
ほぼ毎食菓子パンとカップ麺だったそうです。
残念ながら患者さんは亡くなってしまい、その
後病理解剖をしてみると、やはり心臓の血管や
心膜にかなりの脂肪がこびりついていたとの
ことです。
　現在の状況が続けば、間違いなく少し前のア
メリカと同じ状況となることは誰が見ても明
らかです。現在アメリカでは政府レベルでの対
策の結果、少しずつ改善されてきています。日
本でも少しでも早く行政レベルで警鐘を鳴ら
さねば、今の状況は益々悪化していくばかりで
しょう。
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